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はじめに 

このたびは NK-6 シンフォニーをご使用いた

だきありがとうございます。本製品は、当社独

自の６軸リンク機構と油圧シリンダのはたらき

により、高い立脚安定性と優れた歩行速度追従

性をもった義足膝継手です。 

ご使用いただくにあたっては、必ず本書をお読

みになり、正しい使用方法についてご理解いた

だきますようお願いします。また、必要なとき

にいつでも、ご覧いただけるように、大切に保

管してください。なお、義足を装着される方に

別冊の「ご使用の手引き」を手渡し、必ず使用

上の注意事項を説明してください。 

義肢装具士用 

 

住環境カンパニー 
福祉事業推進部  
〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町 35 
TEL： (078)413-2724 
FAX： (078)413-2725 
URL： https://mobilityassist.nabtesco.com/ 



重要なお知らせ 

■ NK-6 シンフォニーの使用目的

NK-6 シンフォニーは大腿切断、膝離断、股離断

など下肢を切断した方を対象に義足膝継手として

使用するように、設計・製造されています。他の目

的で、NK-6 シンフォニーを使用しないでください。

股義足の場合、NK-6 シンフォニーに大きな捻り

力がかからないようにトーションアダプタを使用す

ることをお勧めします。NK-6 シンフォニーは一人

の使用者が継続して使用してください。NK-6 シン

フォニーの仕様については、「8 製品概要」の仕様

を参照してください。

NK-6 シンフォニーの仕様範囲を逸脱し

た使用、および本体部品の改造はしない

でください。 

人身事故の発生や NK-6 シンフォニーの

破損につながります。 

■ NK-6 シンフォニーを安全に取り扱うための注意

事項

ナブテスコ株式会社（以下、当社と称します）は、

NK-6 シンフォニーに残存する潜在的な危険、

ヒューマンエラーに起因する危険、および使用環

境に起因する危険などを全て予見することはでき

ません。

また、NK-6 シンフォニーの取扱い（義足組立、調

整、保守）にあたり、遵守事項や禁止事項が多数

ありますが、これら全ての事項を本書やNK-6 シン

フォニー本体に警告ラベルで伝えることはできま

せん。

そのため、NK-6 シンフォニーを取り扱う場合は、

本書に記載されている注意事項だけでなく、義足

膝継手に必要な安全対策を講じる必要がありま

す。NK-6 シンフォニーの安全な取扱いについて、

特に重要と思われる事項を下記に記載していま

す。これらの事項はNK-6 シンフォニーの組立・調

整作業者に適用されます。

製品に関連して重大なインシデントが発生した場

合は、製造元（裏表紙に連絡先を記載）およびお

住まいの国の所轄官庁に報告してください。

■ 本書を必ず読むこと

NK-6 シンフォニーを取扱う前に、必ず本書をよく

読み、内容を十分に理解してください。また、本書

に記載の安全に関する注意事項は、必ず遵守し

てください。

１１ ラベル表示について 

１１-１ ＵＤＩラベル（梱包箱）

製造元 製造年月日 

医療機器 品番 

シリアル番号 GS1事業者コード 

欧州代理人の所在地 

製品を保存、輸送、使用する場合の最高温度と

最低温度を記します。 

欧州の規格に適合していることを記しています。 

一人の使用者が継続して使用してください。 

１１-２ 体重制限シール（膝継手本体）

■ Ｋレベルについて

Ｋ１レベル ： ベッドやイスへの移乗が可能。屋内の平

地で一定速度の歩行が可能。

Ｋ２レベル ： 屋内や家の周りにて、縁石や階段、不整

地など簡単な環境障壁（バリア）への対応が可能。

Ｋ３レベル ： 大抵の環境衝撃（バリア）への対応が可

能。速度を変えて歩くことができ、単純な歩行のみな

らず、仕事や軽い運動が可能。

Ｋ４レベル ： 基礎的な歩行を上回る運動能力があ

る。子供やアスリートなど。

１１-３ 銘板シール（膝継手本体）

Ａ 製品の型式を記し

ています。 

Ｂ 製品のシリアル番号

を記しています。 

欧州の規格に適合していることを記しています。 

１  ３０ 

体重制限について

記載しています。 

Ａ 

Ｂ 



本書について 

■ 本取扱説明書の対象者

本書は、義肢装具士が、義足装着者に組み立て

る場合を対象に作成しています。本書は、

NK-6,NK-6SH,NK-6+L,NK-6SH+Lに適用されます。

■ 版権について

本書は、当社が版権を有しています。本書を含む

図面や技術文書などの図書は、いかなる箇所も

当社の事前の同意書なしに、どのような方式（複

写、電子媒体への記録など）であっても複写して

はいけません。本書の引用、複写などで版権に関

するご質問がある場合は、当社までお問い合わせ

ください。

■ 本書の紛失、または本書が破損した場合につい

て

本書や関連図書を紛失したり、破れるなどして損

傷した場合は、速やかに弊社に再発行を依頼して

ください。本書や関連図書がない状態でNK-6 シ

ンフォニーを取り扱うと、誤調整による事故発生の

原因になります。

■ 内容について

本書の内容は、改良のため予告なしに変更するこ

とがありますので、あらかじめご了承ください。

5 NK-6 シンフォニーの転売、または譲渡について 

当社のアフターサービスや定期点検を継続し、安

全なご使用を続けていただくため、NK-6 シンフォ

ニー、アクセサリ部品の譲渡や転売は原則禁止し

ます。 

■ 修理について

1 不具合の原因が不明確な場合は、お客様と当社

で協議の上、処置を決定することとします。 

2 外装の塗装などの補修は有償修理となります。 

事前に見積りいたしますので当社にご相談してく

ださい。 

3 保証期間を経過した後、有償で修理した箇所に限

り半年間の延長保証をいたします。 

4 ご購入後6年を経過したNK-6 シンフォニーは修理

不可能となる場合があります。 

２９ ２ 
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１０ 保証について 

・ 保証期間は、弊社販売日から１年です。

・ 装着記録（装着日記載）をご返却いただければ、

装着日からの起算となります。ただし、装着日は販

売日から半年以内を最長とします。

・ 保証期間内に「ご使用の手引き」の注意書に従っ

た正常な使用状態で故障した場合には、保証書

記載の規定内容に基づき無償修理いたします。

■ 無償修理規定

（「ご使用の手引き」の保証書より）

1 保証期間内でも次のような場合には有償修理とな

ることがあります。 

（イ） 本書の提示がない場合

（ロ） 本書にご装着日・お名前・取扱義肢製作所名

の記入がない場合、または字句を書き換えら

れた場合

（ハ） 不当な修理や改造による故障・損傷

（ニ） 使用上の誤り、取扱い上の誤りよる故障・損傷

（ホ） 火災・公害・地震および風水害その他天地事

変など、外部に要因がある故障・損傷

（ヘ） 保証期間経過後の故障、破損

（ト） 消耗品を定期的に交換しなかった場合の故

障、破損

（チ） 同一部品の、２度目以降の故障、破損

2 本書は日本国内においてのみ有効です。 

3 ご転居など何かの理由で義肢製作所に修理を依

頼できない場合は、本書に記載の弊社「お問い合

せ先」へご連絡ください。 

4 製造物責任について 

この取扱説明書に従った使用をした時のみ、製造

者は当製品に対し責任があり、改造や不適切な使

用など、この取扱説明書を無視した（従わなかっ

た）事により発生した損害または利用者の体調変

化など利用者側の事情により発生した事故には一

切責任を負いません。 

３ ２８ 



９ 廃棄について 

以下にNK-6 シンフォニーの主要部品に用いて

いる材料の分類を示します。廃棄する時は、自

治体などのルールにしたがってください。 

また、当社へご連絡の上、返送していただけれ

ば廃却を代行いたします。 

部品名 材料分類 注記

1 上部接合部 金属

ピラミッドタイプ：
チタン合金

スクリューヘッドタイプ：
　鉄合金

2 ロックレバー 金属 アルミニウム合金

3 ニープレート 金属 アルミニウム合金

4 ニーカバー プラスチック 各々に材質明記

5 リアリンク 金属 アルミニウム合金

6 フロントリンク 金属 チタン合金

7 油圧シリンダ 金属
本体：アルミニウム合金
ピストン：鉄合金
Oリング：ゴム

8
フロントリンクカバー
ベースブラケットカバー

プラスチック 各々に材質明記

9
ベースリンク
補助リンク

金属 チタン合金

10 スプリング 金属 鉄合金

11 バウンシングゴム ゴム

12 下部接続部 金属 チタン合金
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２７ ４ 

１ 安全上の注意事項 

１-１  禁忌

NK-6 シンフォニーは以下の方には使用できま

せん。 

・膝の使い方や使用上の注意が分からない方

・断端部に痛みのある方

・体重が 125 ㎏を超える方（アクティブな使用

者の場合は 100 ㎏を超える方） 

・膝に大きな負荷を与えるスポーツを行う方

１-２ シンボルマークの定義



１-３ 安全のため、必ずお守りください

使用される方に別冊の

ご使用の手引きを手渡し、

使用上の注意事項を必ず

説明してください。

誤った使用をされますと、転倒や

ゲガをする恐れがあります。

異音、ガタ、油圧抵抗の

低下に気付いたときは

使用を停止し、弊社まで

ご連絡ください。

異常を感じたまま使用されます

と、部品が破損し、転倒につな

がる恐れがあります。

本製品は義足膝継手として

使用するものですので、他

の用途へは絶対に使用しな

いでください。

他の用途で使用して破損した場合

は、保証致しません。

８ 製品概要 

● 仕様

図23 取付高さ図23 取付高さ

● 耐用年数 6 年

● 特長

スムースでなめらかな歩行

立脚相と遊脚相を滑らかに調和させることから、シン

フォニー(Symphony)と表現しています。ｐ－ＭＲＳシ

ステムの制御により立脚相から遊脚相に流れるよう

に移行します。 

高い立脚安定性とバウンシング機能 

ｐ－ＭＲＳシステムを採用した 6軸リンク機構により床

反力位置を判別し、バウンシング機能（セルフロック）

を制御します。 

セレクティブロックによる膝の固定（オプション）

装着者自身が膝の固定を選択できます。立ち仕事や

積雪、強風、不整地など、遊動では不安に感じる場面

において膝を固定し、完全に膝折れを防止できます。 

※この仕様はお断りなく変更する場合があります。

５ ２６ 

A
B

A
B

2 年ごとに定期点検を 

行ってください。 



１２５ｋｇを超える人には使

用しないでください。

体重１２５ｋｇを超えた人の使用は、部品

が損傷し、転倒につながる恐れがありま

す。ただし、日常生活上の荷物の上げ降

しを禁止するものではありません。

特定条件：

高活動レベル（Ｋ４、ＭＯＢ４）および、股

義足の方は、体重制限を１００ｋｇとする。

ISO 10328-P6-125kg*)

*) 体重制限を越える体重の方は使用しないでください。

特定条件による体重制限に関しては、取扱説明書
で記載している指示に従ってください。

  
 
 
 
 
 
 
 

膝を曲げるときに、

後ろに手を入れないで

ください。また、膝を

伸ばすとき、膝に触れ

ないでください。

　手を挟みケガをする恐れが

　あります。

  

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。

  

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。

 

 

７-３ ベースブラケットカバーの取り外し 

７-１又は７-２に沿って、バウンシングゴム 

および伸展ストッパーゴムを交換する際は、

ベースブラケットカバーを取り外してくださ

い。 
 

１ ベースブラケットカバーを横方向に広げ

てください。 

２ ベースブラケットカバーをベースブラケ

ットから取り外してください。 

 

 

 

図22 ベースブラケットカバーの取り外し図22 ベースブラケットカバーの取り外し

 

 

７-４ 表面の汚れの拭き取り 

表面の汚れなどは、必要に応じて、真水で湿

らせた柔らかい布で拭いてください。 

 

抜き取り後に水気や布からでる糸くずなど

が残らないようにしてください。錆や糸く

ずの巻き込みにより、回転部の異常で膝の

曲げ伸ばしに影響することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５                                                         ６ 

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。

破裂、発火の恐れがあります。 

加熱、火中への投入は、 

絶対にしないでください。 

１２５ｋｇを超える人には使

用しないでください。

体重１２５ｋｇを超えた人の使用は、部品

が損傷し、転倒につながる恐れがありま

す。ただし、日常生活上の荷物の上げ降

しを禁止するものではありません。

特定条件：

高活動レベル（Ｋ４、ＭＯＢ４）および、股

義足の方は、体重制限を１００ｋｇとする。

ISO 10328-P6-125kg*)

*) 体重制限を越える体重の方は使用しないでください。

特定条件による体重制限に関しては、取扱説明書
で記載している指示に従ってください。

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。手を挟みケガをする恐れが

あります。 

分解、改造は絶対に

しないでください。

部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。部品が損傷し転倒につながる恐れ

があります。 

ベースブラケット 

カバー 

ベースブラケット 



 

取扱説明書に記載してい

る調整方法で調整を行っ

てください。

誤った調整をされると快適な歩行

が得られません。

 

ソケット製作の際には、

最大屈曲時にソケット又は

臀部が足部に当たるように

してください。

ソケット又は臀部が足部に当たら

ない場合は、膝継手に過度な荷重

がかかり、部品が破損する可能性

があります。
  

フレーム内にネジなどの

部品を落とさないでくだ

さい。

落としまま使用しますと、油圧　

シリンダやリンク部品が破損し、

正常な歩行を阻害することがあり

ます。
  

フレーム内にネジなどの

部品を落とさないでくだ

さい。

落としまま使用しますと、油圧　

シリンダやリンク部品が破損し、

正常な歩行を阻害することがあり

ます。
 

 

 

取扱説明書に記載してい

る調整方法で調整を行っ

てください。

誤った調整をされると快適な歩行

が得られません。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７                                                         ２４ 

フレーム内にネジなどの

部品を落とさないでくだ

さい。

落としまま使用しますと、油圧　

シリンダやリンク部品が破損し、

正常な歩行を阻害することがあり

ます。

フレーム内にネジなどの

部品を落とさないでくだ

さい。

落としまま使用しますと、油圧　

シリンダやリンク部品が破損し、

正常な歩行を阻害することがあり

ます。

水、塩水、塩素を含んだ水、 

石けん水やジェルソープ、体液

や滲出液などの液体にふれさ

せないでください。また洗剤や

溶剤（シンナー）などをつけて

洗浄しないでください。 

部品に錆が発生したり、変色したり、

グリスが枯渇して、故障や異音の原

因となることがあります。 

７-２ バウンシングゴムの交換 

バウンシングゴム※２は、セルフロック時のガタツ

キや異音が発生した場合に交換してください。 

※２ バウンシングゴムは消耗部品です。 

使用条件によっては、ゴムの劣化が早ま

る場合があります。交換の際は、別売りの

バウンシングゴム交換キット（Ｎ－Ｇ０１１

（ＮＯＲＭＡＬ）又はＮ－Ｇ０１２（ＨＡＲＤ））

をご購入ください。 
 

１ マイナスドライバーを使用し、図 20 のように

横穴から押し出してください。このとき、両側

の穴から作業すると取り出しやすくなります。 

２ 図 21 のように、新しいバウンシングゴムの面

取り側を膝継手側に向けて押し込んでくださ

い。このとき、ゴムが硬く入れにくいので、バ

イス等でクランプしながら挿入すると、容易に

挿入することができます。 
 

バウンシングゴムの面取りの向きが正し

いことを確認してください。反対向きに挿

入しようとするとバウンシングゴムが損傷

する場合があります。また、使用時に抜け

出す場合があります。 
 

 

図20 バウンシングゴムの取り外し図20 バウンシングゴムの取り外し
 

 

図21 バウンシングゴムの挿入図21 バウンシングゴムの挿入
 



７ メンテナンス 

定期点検は 2 年ごとに行ってください。 

７-１ 伸展ストッパーゴムの交換 

伸展ストッパーゴム※１は遊脚時のターミナ

ルインパクト（油圧シリンダの伸展側バルブ

（Ｅ）調整でも取れなくなった場合）が発生

したときに交換してください。 

※１ 伸展ストッパーゴムは消耗部品です。

使用条件によっては、ゴムの劣化が早

まる場合があります。交換の際は、別

売りの伸展ストッパーゴム交換キット

（Ｎ－Ｇ０１０）をご購入ください。 

１ 六角レンチ 2ｍｍを使用し、六角穴付サラ

小ネジ（Ｍ３）を取り外し、ゴムカバーを

取り外してください。 

２ 伸展ストッパーゴムを取り外してくださ

い。このとき、膝継手をバウンシングさせ

た状態ですと、抜きやすくなります。 

３ 新しい伸展ストッパーゴムを図 19 に示す

向きで挿入してください。このとき、膝継

手をバウンシングさせた状態ですと、入れ

やすくなります。 
 

先端の楕円形状の突起が膝継手後方に向く

ように挿入してください。反対ですと正常

な挿入が行えません。 
 

４ ゴムカバーを取り付け、六角穴付サラ小ネ

ジのネジ部にロックタイト２４３(相当品)

を適量塗布し、締付けてください。 

【締付トルク：1.0 Ｎ・ｍ】 

５ 反対側も同様の作業を行ってください。 

（左右２箇所） 

六角穴付サラ小ネジ
ロックタイト243塗布

ゴムカバー

伸展ストッパーゴム

※ゴムのラインを水平にすること

六角穴付サラ小ネジ
ロックタイト243塗布

ゴムカバー

伸展ストッパーゴム

※ゴムのラインを水平にすること  

図19 伸展ストッパーゴムの交換図19 伸展ストッパーゴムの交換
 

 

 

１-４ 互換性のある医療機器 

NK-6 の型式 NK-6,NK-6+L NK-6SH,NK-6SH+L 

膝側接続 メスピラミッド M36 スクリュー 

足首側接続 メスピラミッド メスピラミッド 
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６ トラブルシューティング 

状 況 調べること 処 置 

バウンシン

グゴムの調

整をしても

セルフロッ

クできない 

体重のかけ方は

適切ですか 

踵側に十分な体重をか

けられるよう歩き方を

指導してください。 

アライメントは

適切ですか 

踵側に十分な体重をか

けられるようアライメ

ントを調整してくださ

い（3-2-1 参照）。 

足部は適切です

か 

踵側に十分な体重をか

けられるような足部を

選択してください。 

上記の対策で解

決しない場合 

当社にご連絡ください。 

平地歩行の

踵接地前に

完全伸展し

ない 

油圧シリンダの

伸展側調整バル

ブ（Ｅ）が強す

ぎませんか 

伸展側調整バルブ

（Ｅ）を緩めてくださ

い。 

上記の対策で解

決しない場合 

当社にご連絡ください。 

意図しない

ときにセル

フロックが 

解除されず、 

引っ掛かり

が起きる。 

踵から爪先に体

重を移行させる

歩き方ができて

いますか 

義足側の蹴り返し時に

十分な荷重が爪先にか

かるよう歩き方を指導

してください。 

アライメントは

適切ですか 

踵側に十分な体重をか

けられるようアライメ

ントを調整してくださ

い（3-2-1 参照）。 

バウンシングゴ

ムの調整が弱す

ぎませんか 

バウンシング調整ネジ

を締めてください。 

上記の対策で解

決しない場合 

当社にご連絡ください。 

セレクティ

ブロックが

操作できな

い 

膝継手を完全伸

展していますか 

完全に膝を伸ばしてレ 

バー操作してください。 

フォームカバー

がかみ込んでい

ませんか 

フォームカバーがかみ

込まないようにしてく

ださい。 

上記の対策で解

決しない場合 

当社にご連絡ください。 

異音やガタ

が発生した 

可動部に異物が

挟まっていませ

んか 

異物を取り除いてくだ

さい。 

部品が脱落して

いませんか 

当社にご連絡ください。 

バウンシングゴ

ムが劣化してい

ませんか 

バウンシングゴムを交

換してください（7-2

参照）。 

上記の対策で解

決しない場合 

当社にご連絡ください。 

 
 

２ 基本構成および作動原理 

２-１ 基本構成 

NK-6 シンフォニーは立脚相を制御する 6 軸

リンク機構と遊脚相を制御する油圧シリンダ

によって構成されています。また、装着者自

身が固定膝を選択できるセレクティブロック

がオプションで付加できます。 

（モデル：NK-6+L , NK-6SH+L） 

 

 
 

図 1 各部の名称 
 

 

２-２ 作動原理 

歩行中に義足が地面に着いているときは確実

にバウンシング機構がはたらき、急激な膝折

れを防止します。義足が地面からはなれると、

油圧シリンダがはたらき、義足の振り出しが

滑らかに行えます。 

 

 

図2　平地歩行
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油圧シリンダ 

伸展補助バネ 

調整ネジ 

セレクティブロック 

（オプション） 

バウンシングゴム 
6 軸リンク機構 

（ｐ－ＭＲＳシステム） 

バウンシングゴム

反発力調整ネジ 

油圧 

シリンダ 

 
バウンシング 



５-４ 椅子に座るとき・立ち上がるときの 

安全上の注意 

 

・椅子に座るときには、膝の後ろに手を入れ

ないでください。リンクの揺動部に手を挟

み、重大なケガをする恐れがあります。 

・椅子から立ち上がるときは、手を膝に置か

ないでください。ニープレートとフロント

リンクの間に指を挟み、重大なケガをする

恐れがあります。立ち上がり補助が必要な

場合は、肘掛けや座面に手を置くなどの方

法※をお奨めします。 

※そのほかにもソケットに手を置く方法や、

健足側に両手を置く方法などがあります

が、義足を使用する方の好みに合わせて、

危険のない方法を指導してください。 

 

 

図18 立ち上がり時の危険と推奨例図18 立ち上がり時の危険と推奨例
 

２-３ 立脚相制御 

●ｐ－ＭＲＳシステム 

(Polycentric-Mechanism of Reaction force Sensing) 

6 軸リンク機構により床反力の位置を判別し、立脚

相を制御します。このリンク機構のセンシングポ

イント（回転中心）はトウブレークの辺りにあり、

床反力がセンシングポイントより踵側にあると立

脚相制御が作動し、センシングポイントよりつま

先側にあると解除されます。荷重の大小で制御し

ていないので、立脚相制御は小さな踵接地荷重で

確実に作動し、立脚後期のつま先荷重によりスム

ーズに解除されます。このことはユーザーの安心

感と遊脚相移行時のスムーズさにつながります。 

 

 

図 3 ｐ-ＭＲＳシステム 
 

●バウンシング 

従来の膝継手が、軽度屈曲（バウンシング）に伴

い瞬間回転中心を後上方に移動させ、安定性を増

加させるのに対して、NK-6 シンフォニーの特殊バ

ウンシング機構は、軽度屈曲と関係なく踵が接地

した瞬間に機構的なロック（セルフロック）がか

かるので、瞬時に優れた安定性を実現させます。

また軽度屈曲（バウンシング）は、踵接地時の衝

撃を吸収し快適な歩行を可能にします。なお、屈

曲角は最大 10 度であり、調整可能です。 

 

図４ バウンシング 
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（ＮＫ－６＋Ｌ、ＮＫ－６ＳＨ＋Ｌ） 

５-３ セレクティブロックの操作上の注意 

【ロック操作時の注意】 

 

セレクティブロックが確実にかかっている

ことを確認したのちに歩行を開始するよう

指導してください。 

 

セレクティブロック操作は、確実に図 16 の

位置までレバーをスライドさせてください

（「カチッ」という音が鳴ります）。図 16 の

手前でもロックはかかりますが、そのまま

で使用を続けるとロック部品の破損につな

がります。 

 

【ロック解除操作時の注意】 

 

セレクティブロック解除後、膝が正常に曲

がるかどうか確認したのちに歩行を開始す

るよう指導してください。 

 

セレクティブロック解除は、確実に図 17 の

位置までレバーをスライドさせてください

（「カチッ」という音が鳴ります）。レバー

が図 17 より手前ではロックが解除されて

いませんので確実にスライドさせてくださ

い。 

 

【フォームカバーについて】 

フォームカバーをつけてセレクティブロック

をご使用になる場合は、ロック操作のし方に

よってはフォームカバーが破れやすくなる場

合があります。あらかじめ装着者の方に、十

分に説明をしてください。 

 

２-４ 遊脚相制御 

遊脚相制御に油圧シリンダを使用しています。

膝の屈曲時の油圧抵抗と伸展時の油圧抵抗によ

り、遊脚相がコントロールされます。また、油

圧抵抗の力が膝継手の回転モーメントに変換さ

れるときに屈曲初期の抵抗が小さくなり、屈曲

40 度以降の抵抗が大きくなるようにしました。

このことにより、空圧膝継手並みの軽い装着感

と油圧膝継手特有の力強さと歩行速度追従性を

実現しました。 

 

  

 

図5 遊脚相 
 

 

 

図6　油圧抵抗のイメージ
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屈曲時の 

油圧大 伸展時の 

油圧大 



（ＮＫ－６＋Ｌ、ＮＫ－６ＳＨ＋Ｌ） 

５-２ セレクティブロックの操作方法 

セレクティブロックは、装着者自身が操作し

ますので、義足装着者に操作方法を説明して

ください。 

セレクティブロック機構は、膝継手上方にあ

るレバーで膝の曲がりに対してロックとロッ

ク解除の切換えが行えます。ただし、膝が曲

がっている状態ではロック操作はできませ

ん。膝が完全に伸びている状態にのみ可能で

す。 

【ロック操作】 

図 16 に示すように、ニープレート前方のレバ

ーを矢印の方向にスライドさせます。 

 

 

図16 ロック操作図16 ロック操作
 

【ロック解除操作】 

図 17 に示すように、ニープレート前方のレバ

ーを矢印の方向にスライドさせます。 

 

 

図17 ロック解除操作図17 ロック解除操作
 

ニープレート 

レバー 

３ ご使用になる前に 

３-１ 梱包内容 

以下のものが梱包されているか、ご確認くだ

さい。 

・バウンシング膝継手 ・・・・・・・１本 

・ご使用の手引き（保証書付き） ・・１冊 
 （義足装着者の方に説明し、手渡してください） 

・取扱説明書（本書） ・・・・・・・１冊 

・装着記録 ・・・・・・・・・・・・１枚 

 

３-２ 組立方法 

３-２-１ 静的アライメント 

以下のように静的アライメントを行ってくだ

さい。 

●前額面のアライメント 

荷重線が膝継手の中心を通り、足部の踵中

心に落ちるようにしてください。 

●矢状面のアライメント 

図 7 に示すように、体重荷重線が膝継手の

上部前軸中心±5ｍｍの範囲（推奨 0ｍｍ）

を通るようにしてください。 
 

推奨アライメントが外れると、セルフロ

ックの性能が低下することがあります。

また、部品に過度な荷重がかかり消耗を

早める可能性があります。 

股義足の方や、ゴルフなどの運動をされ

る方には、トーションアダプタを使用す

ることをお奨めします。義足に大きなね

じり荷重がかかるため、部品の消耗を早

める可能性があります。 

 

 

 

図 7 静的アライメント 
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±5ｍｍ 

（推奨 0ｍｍ） 

上部前軸中心 



 

３-２-２ ソケット製作上の注意 

膝継手を最大屈曲させたとき、ソケット又は

臀部が足部と当たるようにしてください。 

 

ソケット又は臀部が足部に当たらない場合

は、膝継手に過度な荷重がかかり、部品が

損傷する可能性があります。 

義足製作作業中は膝を曲げ伸ばしするとき

に、膝継手部に手を置かないでください。

手を挟みケガをする恐れがあります。 

 

 

 

 

図8　最大屈曲時のソケットの当たり
 

膝継手には

接触不可 

足部および、

パイプアダプタ

に接触させる

こと 

５ 操作方法と注意 

５-１ バウンシングのかけ方 

図 15 は、本膝継手を使用した義足への体重の

かけ方を示します。左図のように、膝を完全

に伸展した状態で踵側に体重をかけると膝が

自動的にロック（セルフロック）され、わず

かに屈曲（バウンシング）します。体重のか

け方やバウンシングの調整にもよりますが、

屈曲の最大角度は 10 度です。右図のように、

爪先側に体重をかけた場合はロックが解除さ

れます。 

 

 

図15 体重のかけ方によるセルフロックの違い図15 体重のかけ方によるセルフロックの違い
 

 

装着者が慣れるまでは、平行棒をもちなが

ら義足に体重をのせ、セルフロックのかか

り方を確認させてください。また、装着者

に機構のしくみを十分に理解させたうえ

で、使用してください。 

 

立ち姿勢では義足側をやや前にだし、完全

伸展した状態で、踵側に体重をかけるよう

に指導してください。完全伸展していない

場合や爪先側が接地したまま体重をかける

と、膝折れを起こし、転倒につながる恐れ

があります。従来、義足側をやや後ろにし

て立位を保つ習慣のある方には、特に注意

して説明してください。 
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４ 調整方法 

４-１ 立脚相制御の調整 

４-１-１ バウンシングゴムの調整 

立脚相制御の調整としてバウンシングゴムの

反発力を調整します。 

・図 9 に示す調整ネジを六角レンチ 3ｍｍで

調整をしてください。 

・時計回しは反発力が増加し、バウンシング

量が小さくなります。反時計回しは反発力が

減少し、バウンシング量が大きくなります。 

 

バウンシングゴムの反発力が大きすぎるとセ

ルフロックがかかりにくくなります。体重や

踵接地の強さに応じて適度に調整してくださ

い。 
 

調整ネジはピラミッドの底面より調整ネジ頭

が下方に出る（シールの面）まで緩めないで

ください。ねじが脱落する恐れがあります。 

※調整ネジの頭がピラミッドの底面と同じ面

になったときが、バウンシングゴムの反発力

が最小になります。 
 

 

図9　バウンシングゴムの調整方法
 

 

 

図11 屈曲側調整バルブの位置図11 屈曲側調整バルブの位置
 

 

図12 屈曲側調整バルブの目盛図12 屈曲側調整バルブの目盛
 

    

図13 伸展側調整バルブの位置図13 伸展側調整バルブの位置
 

 

図14 伸展側調整バルブの目盛図14 伸展側調整バルブの目盛
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７                                                        １４ 

調整ネジは、工場出荷時に最も標準的な位置に設

定されています。適切な位置が見つからない場合

は下記に示した値に戻してしてください。 
 

標準値：最も時計回りに閉めて 3.5回転戻した位置 

調整ネジ 

バウンシングゴム 

フロントリンク 

油圧シリンダ 

屈曲側調整バルブ（Ｆ） 

伸展側調整バルブ（Ｅ） 



４-２ 遊脚相制御の調整 

遊脚相制御の調整は、油圧シリンダの 2 つ

の調整バルブを用いて、屈曲抵抗と伸展抵

抗の強さを選択します。 

４-２-１ 油圧シリンダの屈曲抵抗調整 

はじめに屈曲抵抗を調整してください。 

図 11 に示すように、屈曲側調整バルブ（Ｆ）

は装着者から見て右側にあります。図 12 に

示すように 1～8 の目盛りがあり、目盛り１

が油圧抵抗の最大で 8 が最小です。 

（参考）工場出荷設定値：8 

調整には六角レンチ 2ｍｍを使用し、フロ

ントリンク側面の一番下の横穴から六角レ

ンチを入れて調整してください。 
 

この油圧シリンダは遊脚相制御を目的とし

ていますので、それ以外の目的で使用しな

いでください。屈曲抵抗を強くしたまま体

重をかけるなど、過負荷な状態で使用する

と故障の原因になる可能性があります。 

 

４-２-２ 油圧シリンダの伸展抵抗調整 

遊脚時にターミナルインパクトがでる場合

は、伸展抵抗を調整してください。図 13 に

示すように伸展側調整バルブ（Ｅ）は装着

者から見て左側にあります。図 14 に示すよ

うに 1～8 の目盛りがあり、目盛り１が油圧

抵抗の最大で 8 が最小です。 

（参考）工場出荷設定値：8 

調整には六角レンチ 2ｍｍを使用し、フロ

ントリンク側面の中央の横穴から六角レン

チを入れて調整してください。 
 

伸展抵抗を強く設定しすぎると、伸展時に

膝が完全に伸展せず、転倒に結びつく恐れ

があります。 

４-１-２ 伸展補助バネの調整 

伸展補助バネは義足を地面から離したとき

に、膝継手の完全伸展を保持します。 

・図 10 に示す調整ボルトを六角レンチ 2.5 

ｍｍで調整をしてください。 

・時計回しは伸展補助力が増加し、反時計回

しは伸展補助力が弱くなります。 
 

伸展補助力が弱すぎると、膝が曲がった状態

で着地する可能性が高くなり、膝折れにより

転倒する恐れがあります。 
 

膝が完全に伸びて着地できるように調整して

ください。 

調整ネジには最大から最小の間でストッパー

があり、約４回転の範囲で調整できます。 

 

必要以上のトルクで調整ボルトを回転させま

すと、調整ボルトが破損する場合があります。 

 

 

図 10 伸展補助バネの調整方法 
 

 

調整ネジは、工場出荷時に最も標準的な位置に設

定されています。適切な位置が見つからない場合

は下記に示した値に戻してしてください。 
 

標準値：最も時計回りに閉めて 3回転戻した位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５                                                        １６ 

伸展補助バネ 

調整ボルト 

強 

弱 




